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じめに 

指衛生は病院感染対策において重要な対

の一つです。手指衛生への介入により遵守

が向上し、感染率が低下したという Pittet ら

報告(2000)1)を代表とする多くの報告により、

の重要性は証明されています。今回、手指

生遵守率を向上するための戦略および手指

生への介入が感染率の低下につながったと

る最近の報告について述べます。 

指衛生遵守率向上のための戦略 2,3) 

指衛生の遵守率は報告によって異なります

必ずしも高いとはいえません。手指衛生を

守する上で障害となる因子としては、手指衛

用薬剤が皮膚に刺激を生じる、手指衛生用

にアクセスできない、医療従事者と患者の

係に妨げとなる、治療を優先する、手袋を着

している、忘れた、ガイドラインを知らない、

指衛生にあてる時間がない、仕事量が多く

員不足、手指衛生のガイドラインを遵守する

学的情報が不足しているなどが挙げられて

ます 2,3)。このような事から、手指衛生の遵

率を高めるためにはこれら障害となる要因

改善することが必要です。 

指衛生へのアクセスが容易であることや手

れ対策をすることは手指衛生の遵守率を向

するための手法として重要です 2-4)。アル

ール製剤の設置または携帯用のアルコール

剤の使用には、手指衛生用品へのアクセス

容易になること、流水と石けんによる手洗い

り手指衛生に要する時間が短縮できること、

膚刺激性の低減できることなどの利点があ

ます 4)。 

また、手指衛生を遵守することによって感染率

が低下した事例などの情報提供や、手袋を外

した後には必ず手指衛生が必要であることな

ど手指衛生が必要な場面の指導など、医療従

事者への教育も遵守率の向上に必要な介入

です。その他、職員の増員・業務の合理化な

どにより職員に過度の繁忙を生じさせないこと

など、様々な介入が手指衛生遵守率の向上の

ために必要と思われます。 
 
手指衛生のへ介入と効果（最近の報告） 
 
Pittet らの報告 1)以降、最近においても、手指

衛生遵守率向上のための介入を実施したこと

に伴い感染率が低下したことを観察した報告

がいくつもあります（表）5-12)。これらの事例で

行われた介入の多くは、医療従事者に対する

手指衛生の教育とアルコール製剤の積極的

使用でした。また患者の家族に対しても手指

衛生の教育を行ったとする報告もあります 8)。
これらの事例で行われた教育は手指衛生の

重要性や正しい手指衛生の手順などの説明

であり、洗面台に正しい手指衛生の手順を表

示した事例もあります。 
 
このように手指衛生の改善に伴い感染率が低

下したとする報告の多くにおいては、一つの介

入ではなく様々な方法の介入を同時並行して

行っています。また、教育も繰り返し継続的に

行うことが重要と思われます。さらには、実際

に遵守率が改善しているかをモニターし、その

結果をフィードバックすること、また同時に病院

感染サーベイランスにおいて感染率に変化が

あるかの検証を行い、その結果をフィードバッ

クすることができれば最善と思われます。 
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表．手指衛生への介入と感染率の変化に関する最近の報告＊ 
報告者 

(文献発行年) 結果の概要 

Lam BC5) 
(2005) 

手指衛生の教育により、患者接触前の手指衛生遵守率が 40％から 53％に上昇、また

患者接触後の手指衛生遵守率が 39％から 59％に上昇。その結果、医療関連感染率は

1000 患者日数あたり 11.3 から 6.2 に減少。 
Gordin FM6) 
(2005) 

0.3%トリクロサン含有石けんを用いた手指衛生からアルコール製剤に変更することで感

染率が 21％減少。 
Rosenthal VD7) 
(2005) 

手指衛生の教育をすることで手指衛生遵守率が 23.1％から 64.5％に上昇し、感染率が

1000 患者日数あたり 47.55 から 27.93 に減少。 
Zerr DM8) 
(2005) 

看護師および患者の家族に対して手指衛生について教育し、手指衛生の遵守率が 62%
から 82％に上昇。またアルコール製剤の使用が 4％から 29％に増加。その結果、ロタ

ウイルスによる感染が 1000 退院患者あたり 5.9 から 2.2 に減少。 
Johnson PD9) 
(2005) 

使用しやすい箇所にクロルヘキシジンアルコール製剤を設置することで手指衛生遵守率

が 21%から 42％に増加し、アルコール製剤の使用量が 1000 入院患者日数あたり

5.7L から 28.6L に増加。その他、患者間で使用される器具のアルコール消毒など全般

的な MRSA 感染対策を実施することにより、MRSA による菌血症が 57％減少。 
Swoboda SM10) 
(2004) 

音声の出るディスペンサーによる手指衛生促進や手指衛生の自動モニタリングの介入を

行うことにより、手指衛生遵守率が 37％改善し、感染率が 22％減少。その効果は介入

後においても継続して続いていた。 
Won SP11) 
(2004) 

様々な方法の手指衛生キャンペーンを実施することにより手指衛生遵守率が 43％から

80％に上昇し、1000 患者日数あたりの感染者数が 15.13 から 10.69 に減少。 
Hilburn J12) 
(2003) 

アルコール製剤を使用することにより、アルコール製剤を使用していない期間と比較して

感染率が 36.1％減少。 
＊1977～2000 年までの研究結果については「医療現場における手指衛生のための 

CDC ガイドライン 2,3)」にその概要が記載されていますので、そちらをご参照下さい。･ 

おわりに 
 
手指衛生の遵守率を向上するためには様々 
な介入を行う必要があります。その中でも教育

や手指衛生をしやすい環境を構築することは

特に重要な介入と思われます。その他、各施

設において手指衛生遵守の障害となっている

要因を見つけだし、それらを改善することも遵

守率を高めるための有効な介入と思われます。 
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